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安全上のご注意(必ずお守りください。)

取扱説明書には、お使いになる人や他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、
安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。
次の内容(表示・図記号)をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項を
お守りください。

■表示内容を無視して、誤った使い方をしたときにおよぼす危害や損害の程度を
次の絵表示で区分し、説明しています。

警告 この表示の欄は、「死亡または重傷を負うことが想定される」
内容です。

注意 この表示の欄は、「傷害を負うことが想定されるか、または
物的損害の発生が想定される」内容です。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し説明しています。
  (下記は絵表示の一例です。)

この絵表示は、注意(警告を含む)しなければならない内容です。

この絵表示は、禁止(やってはいけないこと)の内容です。

この絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。
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安全上のご注意(必ずお守りください。)

警告

直射日光があたる場所や高温になる場所に置いたり、炎天下の車室内に放置
しない

火災や感電、故障などの原因となります。

ギアがパーキング(MT車の場合ニュートラル)になっていることを確認する
測定中に車が動いてしまい、事故や感電、火災、本製品や自動車の故障、破損の
原因となります。

サイドブレーキが確実に引かれていることを確認する
測定中に車が動いてしまい、事故や感電、火災、本製品や自動車の故障、破損の
原因となります。

小さいお子様の手の届かない場所で使用、保管する
事故やけが、感電の原因となります。

よく換気した場所で使用する
バッテリー周辺に滞留した水素ガスなどが、バッテリークリップを接続する際の
火花で引火・爆発する恐れがあります。

本製品を接続した状態で車を走行させない
事故や感電、火災、本製品や自動車の故障、破損の原因となります。

手やバッテリークリップなどがぬれた状態で本製品を使用しない
事故や感電、火災、本製品や自動車の故障、破損の原因となります。

バッテリー液が不足した状態で使用しない
バッテリーの燃焼や爆発の原因となります。

ガソリン・オイルなど可燃物の周辺や法令で第一類・第二類危険箇所に
指定されている場所では使用しない

火災や引火・爆発する原因となります。

暗い場所で作業を行わない
事故や感電、火災、本製品や自動車の故障、破損の原因となります。

ぬらしたりしない
火災や感電の原因となります。

故障のまま使用しない
画面が表示されない、スイッチが操作できないなどの故障の状態でご使用しないで
ください。すぐにご使用を中止してお買上げの販売店またはカイセ株式会社にご相談
ください。そのまま使用すると事故、火災、感電の原因となります。

USB端子を指で触れたり異物を入れない
事故や感電、火災、本製品の故障、破損の原因となります。

整備の際、排気部などのエンジンの高温部分に触れないように注意する
やけどの原因となります。
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安全上のご注意(必ずお守りください。)

警告

異常のまま使用しない
万一、煙が出ている、変なにおいや音がするときは、すぐにご使用を中止してください。
また、お買上げの販売店またはカイセ株式会社にご連絡ください。
そのまま使用すると事故、火災、感電の原因となります。

分解や改造はしない
火災や感電、故障などの原因となります。

ケーブルの被覆が破れた状態で使用しない
火災や感電の原因となります。

本体やケーブル類が、排気部などのエンジンの高温部分に触れないように注意する
事故、本製品や自動車の故障、破損の原因となります。

本体やケーブルが、エンジンのベルトなどの回転部分に巻き込まれないように
注意する
ショートや断線により、事故や感電、火災、本製品や自動車の故障、破損の原因となります。

注意
バッテリー液が目に入ったり、皮膚や服に付着しないように注意する
失明やけがの原因となります。目に入った場合は、ただちに水でよく洗い流し、
医師の診断を受けてください。

自動車搭載バッテリーをテストする時は、エンジンを停止し、ライトなどの
電装品を消してから行う
けがや本製品の故障の原因となります。

バッテリー端子の○＋○－をよく確認して正しく接続する
逆接続すると、本製品の故障の原因となります。

本製品を長時間使用しない場合は車両から取り外す
車両バッテリーの消耗および発火の原因となります。

付属品以外のUSBケーブルは使用しない
本製品やPCの故障の原因となります。

本体画面表示部をたたいたり、強く押したり傷をつけたりしない
画面表示部の故障、破損の原因となります。

バッテリークリップで指などを挟まないように注意する
けがの原因となります。

整備の際、手や手袋、衣服などが、エンジンのベルトなどの回転部分に巻き
込まれないように注意する
けがの原因となります。
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使用上のご注意

●バッテリークリップの金属部分、バッテリー端子に汚れがある場合は、きれいに取り除い
てください。正確な測定ができない場合があります。
●バッテリークリップの金属部分、USB端子にエンジンオイルなどを付着させないでください。
接触不良の原因となります。

●エンジンオイル、ガソリン、不凍液およびバッテリー液を本体に付着させないでください。
　本体表面の変質の原因となります。
●アルコールを含む液体で本製品をふかないでください。割れの原因となります。
●気温－10℃～50℃、湿度80％以下の環境でご使用ください。正確な測定ができません。
　※プリンター動作温度範囲：0℃～50℃
●ケーブルの被覆が破れた場合は、ショートのおそれがありますので、ご使用を中止して修理
依頼をしてください。
●テスト終了後はバッテリークリップをバッテリー端子から外してください。本製品の故障や
バッテリー上がりの原因となります。
●プリンター内部を指で触れないでください。故障の原因となります。
●プリンターレバー、プリンターカバーに無理な力を加えないでください。故障および破損
の原因となります。

●本体内に日付／時刻設定のバックアップ用電池が内蔵されています。この内蔵バックアップ
電池は消耗品となります。日付／時刻設定を行っても、設定が保存されない場合は内蔵
バックアップ電池が消耗していますので、販売店またはカイセ株式会社に修理依頼して
ください。

取り扱いについて

●衝撃を与えないでください。
　本製品を落下、たたくなどして衝撃を与えると故障の原因となります。
●ケーブルを無理に引っ張らないでください。
　バッテリークリップやUSBケーブルを外す際など、ケーブルを無理に引っ張ると断線な
ど故障の原因となります。

保管場所について

●下記の場所には保管しないでください。
　・ホコリの多い場所
　・水のかかるところ
　・強い衝撃が加わるところ
　・気温-20℃以下60℃以上、湿度70%以上のところ
　・結露のあるところ
　・直射日光のあたるところ
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製品の特長

■ハンディーサイズなので片手で操作
できます。

■付属のUSBケーブルでPCと接続し、内蔵
ソフトのバージョンアップが行えます(※)。

■テストデータを最大99件本体に記憶す
ることができます。さらに付属のUSB
ケーブルでPCと接続し、診断データ
をテキストデータとして利用できます。

■充電制御車/アイドリングストップ車用
バッテリー診断に対応。より正確な測定
が可能です。

■プリンターを搭載し、診断結果を迅速
にプリントアウト。診断結果は日本語
でわかりやすく記載。(英語、中国語の
切り換え可)

■本製品はバッテリーの充電量(SOC)、
健全性(SOH)、エンジン始動能力、
充電システムをテストする、バッテリー
診断機です。

※PCとインターネットの環境が必要です。

BAD

GOOD
CHARGE

MENU

[  バ
ッテリー
テスト  ]

交
換
(バ
ッテリー劣
化
)

JIS規
格
 95D31

                    565 CCA

MAX 32V

BATTERY

CHECKER
SK-8530

BAD

GOOD
CHARGE

MENU

MAX 32V

BATTERY

CHECKER
SK-8530

診断データ
ファイル(F)　 編集(E)　 表示(V)　 お気に入り(A)　 ツール(T)　 ヘルプ(H)

11A1201.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1202.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1203.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1204.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1205.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1301.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1302.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1303.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1401.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1402.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1403.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1404.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1405.TXT
テキスト ドキュメント
1KB

11A1203.TXT - メモ帳 

バッテリーテストレポート

テスト日時
2011/11/25 15:00:09
------------------------------
バッテリーテスト

テスト結果：良好

バッテリー規格：JIS
バッテリーサイズ：60B24
CCA規格値：405CCA
CCA測定値：541CCA
バッテリー電圧：12.623V
バッテリー温度：8℃
テスﾄ方式
：充電制御/アイドリングストップ

ファイル(F)　 編集(E)　 書式(O)　 表示(V)　 ヘルプ(H)
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構成部品一覧表（ご使用前にご確認ください。）

本製品には、下記のものが同梱されています。ご使用の前にご確認ください。
万一、不足している場合や破損している場合は、すぐに販売店にご連絡ください。

①バッテリーチェッカー本体…1台

③プリンター用紙…2本
　　　　　　　　 (1本は本体内格納済)

別売プリンター用紙 (1セット10本入り)
部品番号：851
(用紙幅：約57mm、長さ：約5.8m)

②USBケーブル…1本

④取扱説明書(保証書付)…1冊

BADGOOD CHARGE

MENU

・お求めの際は、上記の部品番号をお伝えください。

SILICA

THROW AWAY
"DO NOT EAT"

THROW AWAY
"DO NOT EAT"

DESICCANT

GEL

※製品の品質保持のため、
右図の乾燥剤が同梱され
ています。お手数ですが
廃棄してください。

※本体内に日付／時刻設定のバックアップ
用電池が内蔵されています。この内蔵
バックアップ電池は消耗品となります。
日付／時刻設定を行っても、設定が保存
されない場合は内蔵バックアップ電池
が消耗していますので、販売店または
カイセ株式会社に修理依頼してください。

BATTERY
CHECKER

SK-8530

MAX 32V



BATTERY
CHECKER

SK-8530

MAX 32V

MENU

BADGOOD CHARGE

MENU

BADGOOD CHARGE
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本体各部の名称と働き

● LEDランプ
①GOOD(緑)：
　診断結果が良好のときに点灯します。
②CHARGE(黄)：
　診断結果が要充電のときに点灯します。
③BAD(赤)：
　診断結果が交換および不良のときに

点灯します。

● USB端子
PCと接続する際に、USBケーブルを
差し込みます。

バッテリーの(＋)端子に赤、(－)端子
に黒をクリップします。

●バッテリークリップ(赤・黒)

テスト結果をプリントアウトします。
●プリンター

●表示板(LCD)

●△(上スクロール)キー
選択項目を上にスクロール、数値の
入力に使用します。

前画面に戻る際に使用します。
●　(戻る)キー

●   (決定)キー
選択項目の決定に使用します。

● 　 (メニュー)キー
メニュー画面を表示します。
MENU

●▽(下スクロール)キー
選択項目を下にスクロール、数値の
入力に使用します。

本体前面
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本体各部の名称と働き

本体背面

バッテリークリップを開き、内側のプラ
スチック部分をホルダーに引っかけるよ
うに挟む。(金属部分で挟まない)

未使用時にバッテリークリップを本体に
固定します。

●バッテリークリップホルダー

テストを行なう前に記載された注意事項
をご確認ください。

●ご注意

輸入車バッテリーの規格値が不明な場合
は、こちらの説明を参照してください。

※輸入車バッテリーや海外メーカーのバッ
テリーについて、各バッテリーメーカー
公表のCCA値リストは、P32～P33をご
参照ください。

●輸入車バッテリー規格値説明

●バッテリークリップをホルダーに固定する際、金属部分で挟むと、
クリップの故障およびホルダーの損傷の原因となります。注意

0 0 0 0 1

KAISE JAPAN4301-8530-1 1106

TO AVOID ELECTRICAL SHOCK, DO NOT CONNECT 
BATTERY WITH WET HAND OR WET BATTERY CLIP.

感電事故防止のため、手やバッテリークリップ等がぬれた
状態で、バッテリーに接続しないでください。

SERIAL No.

WARNING

www.kaise.com

輸入車バッテリーの規格値(ＣＣＡ)が不明な場合
●ＥＮ型式
ＥＮ型式は９桁の数字で表されます。(例)５７５１２１０７２
下３桁の数字がバッテリーＣＣＡの１／１０の値を示して
います。※(例)の場合、７２０ＣＣＡ
●ＤＩＮ型式
ＤＩＮ型式は５桁の数字で表されます。(例)５４４５９
２桁目と３桁目の数字がバッテリーの２０時間率容量
［Ａｈ］の値を示しています。※(例)の場合、４４Ａｈ
ＤＩＮ型式にはＣＣＡの表記がありませんので、下記の表
を参考に２０時間率容量の値からＣＣＡ標準の値を入力
してください。
●その他
型式内の下３桁にＣＣＡの表記がされているバッテリ
ーがあります。
(例１)０４８→４８０ＣＣＡ、(例２)５７０→５７０ＣＣＡ
ＣＣＡ表記の無いバッテリーでも、型式内に２０時間率
容量の値が記載されている物が多くあります。下記の表
を参考に２０時間率容量の値からＣＣＡ標準の値を入力し
てください。
※５時間率容量等の場合は、下記参考ＣＣＡ一覧表は参考

になりません。

※表の値は参考値ですので、より正確なテストを行う
場合は、テストバッテリーのＣＣＡを調べてください。

※ＣＣＡ標準を入力して、テスト結果のＣＣＡがＣＣ
Ａ標準より大きな値の場合は、ＣＣＡ高めの値を参
考にしてください。

２０時間率容量［Ａｈ］ ＣＣＡ標準 ＣＣＡ高め

●シリアルナンバー

①バッテリーの外観に異常がないか点検してください。
②バッテリークリップの金属端子およびバッテリー
端子の汚れをきれいに取り除いてください。

③エンジン停止直後および充電直後のバッテリーは
正しいテストができません。取扱説明書に従い、
バッテリーを休めてからテストしてください。

④テストの前に、イグニションキーおよびバッテリー
の負荷となる電装品の電源をOFFにしてください。

⑤輸入車および海外メーカーのバッテリーについて、
各メーカー公表のCCA値を弊社ホームページ上で
公開しています。(http://www.kaise.com)

バッテリーテストを行う前に(重要)


